
簾
癩鬱
ー

人
種
差
別
撤
廃
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

纈
せ
脚
本
圓
籍
が
な
い
と
調
停
委
員
に
獲
れ
纈
い
◎
巻

　

　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　

　

司
法
参
画
に
お
け
る
八
種
差
別
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兵
庫
県
弁
説
士
会
会
質

古

井
此

鯏

た
め
、

日
本
国
籍
を
必
要
と
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
の
で
、

最
高
裁

判
所
に
は
上
申
し
な
い
こ
と
と
な
っ

た
。
｣
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
、

同
弁

護
士
会
は
当
該
会
員
の
推
薦
を
撤
回
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。

こ

の
雑
薦
の
対
象
と
な
っ

た
女
性
弁
護
士
は
家
事
事
件
に
経
験
が
深
く
、

家
庭
裁
判
所
の
信
任
も
厚
い
弁
護
士
で
あ
り
、

同
弁
護
士
が
家
事
調
停
委
員

の
職
に
適
任
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ

た
。

こ
の
た
め
、

｢
な
ぜ
日
本
国
籍
が
な
い
と
調
停
委
員
に
な
れ
な
い
の
か
｣
と
い
う
、

疑
問

の
声
が
沸
き
起
こ
っ

た
。

そ
し
て
こ

の
問
題
は
一
弁
護
士
会
の
問
題
で
は
な

く
、

近
弁
逮
全
体
の
問
題
と
し
て
、

近
弁
連
で

｢
外
国
人
の
司
法
参
画
を
考

‐
え

る
｣
実
行
委
員
会
が
二
〇
〇
五
年
度
に
結
成
さ
れ
、

同
年
九
月
一
〇
日
に

こ
の
検
討
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
、

｢
外
国
人
の
司
法
へ
の
参
加
を
考
え

合
格
し
、

帰
化
の
手
続
を
と
る
と
と
も
に
二
六
期
司
法
修
習
生
の
採
用
申
込

み
を
な
し
た
が
、

台
湾
国
籍
法
に
よ
る
と
四
五
歳
に
な
る
ま
で
国
籍
離
脱
の

許
可
が
得
ら
れ
な
い

(
日
本
国
藤
も
取
得
で
き
な
い

)
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ

の
た
め
、

私
は
最
高
裁
に
幾
度
も
出
頭
し
、

台
湾
国
籍
の
ま
ま
で
の
採
用
の

請
願
を
行
っ

た
が
、

}
九
七
三
年
三
月
、

最
高
裁
は
私
に
対
し
て
不
採
用
と

の
連
絡
を
し
た
。

私
は
納
得
が
い
か
ず
、

同
年
四
月
頃
、

東
京
弁
護
士
会
に

人
権
救
済
の
申
立
を
し
た
。

な
お
、

一
九
七
二
年
秋
、

日
中
国
交
回
復
に
よ

り
台
湾
が
帰
化
を
認
め
る
こ

と
と
な
り
、

私
は
日
本
国
籍
取
得
の
上
一
年
遅

れ
で
は
あ
る
が
二
七
期
司
法
修
習
生
に
採
用
さ
れ
た
。

私
は
人
樅
救
済
申
立

を
取
り
下
げ
、

最
高
裁
に
採
用
要
項
の
撤
廃
を
求
め
た
が
、

採
用
要
項
が
変

更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

□

金
激
得
氏
の
闘
い

私
の
人
権
救
済
申
立
を
取
り
上
げ
た
新
聞
記
事
に
よ
り
、

司
法
修
習
生
の

国
籍
要
件
の
存
在
を
知
っ

た
大
韓
民
国
籍
の
故
金
敬
得
氏
は
、

一
九
七
六
年

秋
、

司
法
試
験
に
合
格
し
た
際
、

大
韓
民
国
籍
の
ま
ま
司
法
修
習
生
に
採
用

さ
れ
た
い
と
請
願
を
行
っ

た
。

自
由
人
権
協
会
等
が
支
援
活
動
を
な
し
、

報

道
に
よ
り
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
、

翌
一
九
七
七
年
三
月
、

最
高
裁
は
同
氏
の
三
一
期
司
法
修
習
生
の
採
用
を
決
定
し
た
。

一
九
七
八
年

の
採
用
選
考
公
告
に
お
い
て
、

国
籍
要
件
に
基
づ
く
欠
格
事
由
は

｢
日
本
国

籍
を
有
し
な
い
者
(
最
高
裁
判
所
が
相
当
と
認
め
た
者
を
除
く
。
)｣
と
規
定
さ

れ
、

括
弧
書
き
が
付
加
さ
れ
、

現
在
に
至
っ

て
い
る
。
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ル

問
題
の
背
景

二

外
国
人
の
司
法
参
画
の
歴
史
(
司
法
修
習
生
と
国
籍
条
項
)

三

司
法
参
画
の
現
状

四

相
次
ぐ
採
用
拒
否
と
今
後
の
課
題

一

問
題
の
背
景

二
〇
〇
三
年
、

兵
庫
県
弁
護
士
会
が
、

神
戸
家
庭
裁
判
所
か
ら
の
家
事
調

停
委
員
推
薦
依
頼
に
対
し
て
、

総
国
籍
の
四
五
期
の
女
性
会
員
を
候
補
者
と

し
て
姫
蔵
し
た
と
こ
ろ
、

同
家
庭
裁
判
所
か
ら

｢
調
停
委
員
は
、

公
権
力
の

行
使
又
は
国
家
意
思
の
形
成
へ
の
参
画
に
た
ず
さ
わ
る
公
務
員
に
該
当
す
る

る
｣
シ

ン

ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

同
年

三
月
二
五
日
の
近

弁
連
大
会
で

｢
外
国
籍
煮
の
調
停
委
員
任
命
を
求
め
る
決
議
｣
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

外
国
人
の
司
法
参
画
に
つ
い
て
は
、

司
法
修
習
生
採
用
要
項
の
国
籍
条
項

を
巡
っ

て
議
論
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ

た
が
、

そ
れ
以
降
は
な
い
。

以
下
、

外

国
人
の
司
法
参
画
に
関
す
る
私
自
身
の
経
験
を
含
め
た
歴
史
的
経
過
と
調
停

委
員
採
用
問
題
を
中
心
に
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
い
き

た
い
。

二

外
国
人
の
司
法
参
画
の
歴
史

(
司
法
修
習
生
と

国
籍
条
項
)

ー

司
法
修
習
生
に
関
す
る
国
籍
要
件
の
歴
史
的
経
緯

-

日
本
国
嬉
が
な
け
れ
ば
司
法
修
習
生
に
任
命
さ
れ
な
か
っ

た
時
代
、

私

の
経
験

現
行
の
司
法
修
習
制
度
は

"
九
四
七
年
に
開
始
さ
れ
、

当
初
司
法
修
習
生

採
用
選
考
公
告
(
現
在
の

｢
要
項
｣)
に
は
司
法
修
習
生
の
国
籍
に
関
す
る
規

定
は
存
在
し
な
か
っ

た
。

一
九
五
五
年
、

外
国
籍
の
ま
ま
司
法
修
習
生
に
採

用
す
る
旨
の
申
込
み
を
な
し
た
者
が
い
た
が
、

最
高
裁
に
拒
否
さ
れ
た
。

一

九
五
七
年
の
選
考
公
告
か
ら
欠
格
事
由
と
し
て

｢
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
｣

と
の
記
載
が
で
き
た
。

J
九
七
〆
年
、

私
は
台
湾
国
籍
(
当
時
の
氏
名
は
楊
錺
明
)
で
司
法
試
験
に
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二

司
法
参
画
の
現
状

上
記
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
九
七
八
年
に
外
国
人
が
最
高
裁
の
恩
恵
的
措

置
の
形
を
と
り
な
が
ら
も
司
法
修
習
生
へ
の
司
法
参
画
が
認
め
ら
れ
た
が
、

こ
れ
以
降
は
外
国
人
の
司
法
参
画
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
推
移
し
て
き

て
お
り
、

今
回
の
家
庭
裁
判
所
調
停
員
不
採
用
問
題
の
発
生
が
新
た
な
議
論

を
呼
ぶ
こ

と
と
な
っ

た
。

こ

の
間
約
三
〇
年
近
い
年
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、

歴
史
が
止
ま
っ

た
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ

た
。

近
弁
遵
実
行
委
員
会
は
最
高
裁

判
所
に
対
し
、

司
法
関
連
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、

①
外
国
籍
者
の
就
任
の

可
否
に
つ
い
て
の
見
解
お
よ
び
そ
の
理
由
、

②
外
国
籍
者
の
就
任
実
例
の
有

無
を
照
会
し
た
。

そ
の
結
果
は
次
ペ

ー
ジ
に
添
付
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る

が
、

最
高
裁
は
①
の
質
問
に
つ
い
て

｢
最
高
裁
判
所
と
し
て
回
答
す
る
こ
と

を
差
し
控
え
た
い
一
と
し
て
正
式
回
答
を
避
け
た
。

調
停
姿
魔
に
つ
い
て
、

｢
事
務
部
門
の
運
用
取
扱
例
｣
と
い
う
回
答
に
と
ど
め
た
の
は

｢
事
務
部
門

の
運
用
取
扱
例
｣
で
あ
る
か
ら
、

運
用
取
扱
例
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
得

る
と
い
う
趣
旨
に
理
解
で
き
な
い
で
も
な
い
。

ま
た
、

破
産
管
財
人
、

相
続
財
産
管
理
人
お
よ
び
不
在
者
財
産
管
理
人
の

就
任
実
例
に
つ
い
て
最
高
裁
が

｢
不
明
(
肥
握
し
て
い

な
い
)
-
と
し
た
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。

全
国
で
多
く
の
外
国
籍
弁
護
士
が
こ
れ
ら
の
職
に
裁
判
所

か
ら
任
命
さ
れ
て
お
り
、

外
国
籍
者
の
就
任
実
例
が
あ
る
こ

と
は
公
知
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
高
裁
は
、

あ
え
て

｢
不
明
(
把
握
し
て
い
な
い
)｣
と

回
答
し
た
。

さ
ら
に
、

参
与
員
以
下
の
職
に
つ
い
て
最
高
裁
が
事
務
部
門
の

3

運
用
取
扱
例
も
明
ら
か
に
し
な
か
っ

た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、

近
弁

◎

運
の
報
告
書
で
は
、

裁
判
官
を
含
む
司
法
関
連
の
職
種
に
つ
い
て
法
的
検
討

号　　

を
加
え
て
い
る
が
、

紙
数
の
制
限
の
た
め
、

以
下
調
停
委
員
を
中
心
に
論
じ

碎

る
こ

と
に
し
、

そ
の
他
の
司
法
関
連
職
種
に
つ
い
て
は
報
告
藩
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い

(
近
弁
述
の
雲
務

燈
問
い

合
わ
せ
い

た
だ
け
れ
ば

擬
]
の
入

廳

　

　

　

　　

手
は
で
き
る
)。

ー

調
停
委
員
採
用
に
関
す
る
法
的
検
討

9

民
事
調
停
委
員
お
よ
び
家
事
調
停
委
員
規
則
(
以
下
、

｢
調
停
委
員
規
則
｣

と
い
う
)

同
規
則
は
、

調
停
委
員
の
採
用
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

第
一
条
(
任
命
)
｢
民
事
調
停
委
員
及
び
家
事
調
停
委
員
は
、

弁
護
士
と
な

る
資
格
を
有
す
る
者
、

民
事
若
し
く
は
家
事
の
紛
争
の
解
決
に
必
要
な
専
門

的
知
識
経
験
を
有
す
る
者
文
は
社
会
生
活
の
上
で
豊
富
な
知
識
経
験
を
有
す

る
者
で
、

人
格
識
見
の
高
い
年
齢
四
十
年
以
上
七
十
年
未
満
の
者
の
中
か
ら
、

最
高
裁
判
所
が
任
命
す
る
。

た
だ
し
、

特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

年
齢
四
十
年
以
上
七
十
年
未
満
で
あ
る
こ

と
を
要
し
な
い
｣。
ま
た
、

同
第

二
条
で
は
、

欠
格
事
由
を
定
め
て
い
る
が
、

こ
こ
で
も
国
籍
等
を
欠
格
事
由

と
す
る
規
定
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、

法
律
に
も
最
高
裁
判
所
規
則
に
も
、

民

事
調
停
委
員
お
よ
び
家
事
調
停
委
員
に
つ
い
て
、

国
籍
を
要
求
す
る
条
頌
は

な
い
。

別表

臘 外国国籍者の就任例 最高裁の回答 運用取扱例

裁 判 官 撫… 無 布
民事 ･ 家事調停官 無 無 不可

裁 判 所 書 記 官
同 事 務 官

無 無 碗
家庭裁判所調査官
同 調 査 官 補 無 鉦… 不可

民事 ･ 家事調停委員 部… 無 不可

参 与 員 楜 "な潟
4
･し握把

協しな答回

専 門 委 興 楜 いな翻総 ･しな答回

鑑 定 委 員 楜 い雍翻混絆 ･しな答回

労 働 審 判 員 無
(制慮施行前) 揃施度制 "しな答回

破 産 管 財 人 ム
同 "な磁鸚

･しな答回

不在者財産管理人 有 いな翻混抑 Jしな答回

相続 財産 管 理 人 有 岱たひ翻賤-- ･しな答回

最
高
裁
判
所
の
取
扱
い
は
い
わ
ゆ
る

｢
当
然
の
法
理
｣
に
基
づ
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、

二
〇
〇
四
年
度
の
日
弁
連
の
第
一
分
科
会
実
行
委
員
会
の

昭
器
な
に
対
し
、

最
高
裁
の
事
務
担
当
者
は
、

①
調
停
委
員
が
調
停
委
員
会
の

構
成
員
と
し
て
そ
の
決
議
に
参
加
す
る
こ

と
、

②
調
停
調
薔
の
認
識
が
確
定

判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
こ

と
、

③
調
停
委
員
会
の
呼
汕
、

命
令
、

措

置
に
は
過
料
の
制
裁
が
あ
る
こ

と
、

④
調
停
委
員
会
は
事
実
の
調
査
お
よ
び

必
要
と
認
め
る
証
拠
調
べ
を
行
う
権
限
等
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

な
と
を
根

拠
に
調
停
委
員
が

｢
公
権
力
の
行
使
ま
た
は
国
家
意
思
の
形
成
へ
の
参
画
に

た
ず
さ
わ
る
公
務
員
に
該
当
す
る
｣
と
い
う
。

仮
に
国
民
主
権
原
理
等
に
基

づ
き
一
定
の
公
務
員
に
つ
い
て
日
本
国
籍
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し

て
も
、

法
律
の
定
め
な
く

｢
公
権
力
の
行
使
ま
た
は
国
家
意
思
の
形
成
へ
の

参
画
に
た
ず
さ
わ
る
公
務
員
｣
と
い
う
広
範
な
範
囲
の
公
務
員
へ
の
就
任
に

つ
い
て
、

そ
の
具
体
的
職
務
内
容
を
問
題
と
す
る
こ

と
な
く
日
本
国
籍
者
と

外
国
籍
者
に
つ
き
差
別
的
取
扱
い
を
認
め
る

｢
当
然
の
法
理
｣
の
不
当
性
は

明
ら
か
で
、

｢
当
然
の
法
理
｣
を
調
停
委
員
か
ら
外
国
籍
者
を
排
除
す
る
汪

当
化
根
拠
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

調
停
委
員
か
ら
外
国
籍
者
を

排
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
否
か
は
、

調
停
制
度
の
目
的
、

調
停
委
員
の
役

鮠

割
、

調
停
委
員
の
権
限
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、

外
国
籍
者
を
調
停
姿
賞
と

dV

す
る
こ
と
に
よ
り
、

何
ら
か
の
具
体
的
客
観
的
支
障
が
あ
る
の
か
と
い
う
観

幟

点
か
ら
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

蛇

□

調
停
制
度
の
趣
旨
お
よ
び
調
停
委
賞
の
役
割

塊

調
停
制
度
の
目
的
は
、

市
民
の
闇
の
民
事
･

家
事
の
紛
争
を
、

当
事
者
の

3
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話
し
合
い
お
よ
び
合
意
に
基
づ
き
、

裁
判
手
続
き
に
至
る
前
に
解
決
す
る
こ

と
に
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
裁
判
外
紛
争
解
決
手
段
(
A
D
R
)
の
典
型
の

一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

調
停
委
員
の
本
質
的
役
割
は
、

専
門
的
知
識
も
し
く
は
社
会
生
活
の
上
で
の
豊
富
な
知
識
経
験
を
活
か
し
て
、

当
事
青
の
互
譲
に
よ
る
紛
争
解
決
を
支
援
す
る
こ

と
に
あ
る
。

日
本
の
社
会
制
度
や
文
化
、

そ
こ
に
住
む
市
民
の
考
え
方
に
精
通
し
、

高

い
人
格
識
見
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、

国
籍
の
市
知
に
か
か
わ
ら
ず
こ

の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

特
に
、

弁
護
士
に

つ
い
て
は
、

具
体
的
な
専
門
等
が
問
題
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、

法
律
紛
争
の
解

決
を
専
門
と
す
る
嵩
と
し
て
当
然
に
紛
争
解
決
に
必
要
な
専
門
知
識
を
有
す

る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

国
籍
が
問
題
と
な
る
余
地
は
な
い
。

弁

護
士
た
る
資
格
を
倚
す
る
外
国
人
は
、

日
本
国
籍
保
持
者
と
同
様
、

日
本
の

司
法
試
験
に
合
格
し
、

司
法
修
習
を
修
了
し
た
上
で
弁
護
士
登
録
し
た
者
な

の
で
あ
っ

て
、

そ
の
結
果
獲
得
し
た
資
格
に
基
づ
く
活
動
の
制
限
を
可
能
と

す
る
に
は
、

そ
の
者
に
不
利
益
を
課
す
の
を
正
当
化
す
る
だ
け
の
合
理
的
な

理
由
が
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、

弁
護
士
資
格
を
有
し
な
い
外
国

人
で
あ
っ

て
も
、

紛
争
解
決
に
必
要
な
専
門
知
識
を
も
つ
者
、

も
し
く
は
日

本
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、

長
年
日
本
で
過
ご
し
、

紛
争
解
決
に
有
益
な
社

会
経
験
を
盲
し
、

か
つ
人
格
識
見
の
高
い
人
で
あ
れ
ば
、

客
観
的
に
調
停
委

員
と
し
て
の
職
責
を
果
た
す
能
力
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、

公
的
機
関
や
私
企
業
で
の
第
一
の
人
生
を
満
了
し
た
後
、

第
二
の
人
生
と
し

て
、

社
会
的
貢
献
の
可
能
な
調
停
委
員
の
職
を
遊
び
、

活
躍
す
る
人
が
多
い

調
べ
害
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
調
停
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、

こ

の
よ
う
な
権
限
を
理
由
に
、

調
停
委
員
を
｢
公
権
力
を
行

使
す
る
公
務
員
｣
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
や
は
り
本
末
転
倒
で
あ
る
。

四

相
次
ぐ
採
用
拒
否
と
今
後
の
課
題

通
弁
連
は
通
弁
連
大
会
の
決
議
を
受
け
て
、

今
後
そ
の
実
現
に
向
け
て

｢
外
国
籍
者
の
調
停
委
員
任
命
を
求
め
る
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム

｣
を
二
〇

〇
六
年
度
に
設
置
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
行
動
計
画
を
策
定
し
、

最
高
箋
に
外
国
籍
者
の
調
停
委
員
採
用
を
認
め
さ
せ
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

最
近
、

仙
台
弁
護
士
会
が
二
〇
〇
六
年
度
の
調
停
委
員
と
し
て

や
は
り
四
三
期
の
在
日
韓
国
籍
の
弁
護
士
を
推
薦
し
た
が
、

外
国
籍
を
理
由

に
採
用
し
な
い
と
連
絡
が
あ
り
、

ま
た
、

東
京
弁
護
士
会
が
二
〇
〇
六
年
度

の
司
法
委
員
と
し
て
四
八
期
の
在
日
韓
国
難
の
弁
護
士
を
推
薦
し
た
が
、

採

用
が
拒
否
さ
れ
た
。

仙
台
弁
護
士
会
、

東
京
弁
護
士
会
と
も
に
申
入
書
、

常

見
譜
を
送
付
し
遺
憾
の
嵩
を
表
明
し
て
い
る
。

司
法
委
員
は
補
助
的
な
権
限

し
か
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

調
停
委
員
以
上
に
そ
の
不
当
性
は
明
ら
か
で
あ

　
　
　日

本
に
は
、

在
日
コ

リ
ア

ン

等
の
、

サ
ン

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

平
和
条
約
の
発

効
に
伴
う
通
達
に
よ
っ

て
日
本
国
籍
を
失
っ

た
ま
ま
日
本
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
旧
植
民
地
出
身
者
お
よ
び
そ
の
子
孫
な
ど
の
特
別
永
住
者
、

な

ら
び
に
事
実
上
永
住
状
態
に
あ
る
定
住
外
国
人
が
、

生
涯
日
本
社
会
の
構
成

と
い
う
現
実
に
鑑
み
れ
ば
、

同
様
の
立
場
に
あ
る
外
国
籍
者
に
対
し
て
も
、

3

平
等
に
調
停
委
員
就
任
の
道
が
開
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

@

曰

調
停
調
書
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
が
･

日
本
国
籍
を
有

鶇

し
な
い
、

仲
裁
人
の
下
し
た
仲
裁
判
断
や
、

外
国
裁
判
の
下
し
た
外
国
判
決

峰

も
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

調
停
調
書
の
記
載
が
当

事
者
の

食
団

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
･

仲
裁
判
断
や
･

外
国
判

轆

決
は
、

当
事
者
の
承
諾
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

仲
裁
人
も
し
く
は
外
国
織

目

判
官
の
一
方
的
な
判
断
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

当
事
者
の
権
利
義
務
に

対
す
る
影
響
の
大
き
さ
は
、

調
停
調
書
よ
り
直
接
的
か
つ
重
大
と
も
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、

調
停
調
書
が
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
と
い
う
こ
と

が
、

調
停
委
賞
の
職
務
が

｢
公
権
力
の
行
使
｣
的
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と

の
根
拠
と
な
る
と
し
て
も
、

仲
裁
判
断
や
外
国
判
決
と
の
バ

ラ
ン

ス

上
、

外

国
籍
者
を
調
停
委
員
か
ら
排
除
す
る
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
。

調
停
委
員
会

の
呼
出
、

命
令
、

措
置
に
は
過
料
の
制
裁
が
あ
る
こ

と
は
、

当
該
呼
出
、

命

令
、

措
置
の

｢
公
権
力
の
行
使
｣
的
側
面
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、

こ
れ

ら
の
呼
出
、

命
令
、

措
置
は
い
ず
れ
も
、

調
停
制
度
に
よ
る
紛
争
解
決
を
よ

り
実
効
性
の
高
い
も
の
と
す
る
た
め
の
付
随
的
な
処
分
に
過
ぎ
な
い
。

従
っ

て
、

こ
の
よ
う
な
過
料
の
制
裁
制
度
を
根
拠
に
、

調
停
委
員
の
職
務
を
全
体

と
し
て

｢
公
権
力
の
行
使
一
だ
と
位
置
付
け
る
の
は
、

ま
さ
に
本
末
転
倒
で

あ
る
。

ま
た
、

事
実
の
調
査
お
よ
び
必
要
と
認
め
る
証
拠
調
べ
を
行
う
催
限

等
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

任
癰
の
事
実
調
査
や
証
拠
調
べ
を
行

う
権
限
は
仲
裁
人
も
当
然
に
有
し
て
い
る
し
、

強
制
的
処
分
と
し
て
の
証
拠

費
と
し
て
過
ご
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
日
本
国
籍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

多
数
暮
ら
し
て
い
る
。

こ

れ
ら
の
人
々
に
つ
い
て
の
不
合
理
な
差
別
を
受
け

な
い
権
利
、

職
業
選
択
の
自
由
、

幸
福
追
求
権
の
見
地
か
ら
も
、

外
国
籍
渚

を
調
停
委
員
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

最
高
裁
の
こ
の
多
民

族
･

多
文
化
社
会
に
逆
行
し
た
現
状
を
変
え
さ
せ
、

国
際
社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
司
法
参
画
が
模
索
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
人
種
差
別
撤

廃
条
約
第
二
条
(
人
種
差
別
の
撤
廃
)＼
第
五
条
(
法
の
前
の
平
等
、

労
働
･

職

業
選
択
の
自
由
〕

な
ら
び
に
自
由
権
規
約
一
六
条
(
ハ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
権

利
)、

二
六
条
(
法
の
前
の
平
等
)、

社
会
権
規
約
六
条
(
労
働
襁
)
に
反
す
る

も
の
で
あ
り
、

是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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